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ウクライナ

人口 ：約4549万人

面積 ：60.36万㎞
2

首都 ：キエフ
公用語 ：ウクライナ語、ロシ
ア語

国旗の意味
国旗の上の青は空を表し、黄色
はウクライナで栽培が盛んな麦
を象徴している。

10/16~10/26の10日間滞在



現地での活動

 キエフ工科大学の日本センターの学生と交流

 国際学会SPOに参加

 キエフ大学の幾つかのキャンパスを案内していただき、

キエフ大学で行われている研究の理解を深めた。

 青木研究室で以前から交流のあった方や、その友人と交流



キエフ工科大学

キエフ工科大学の日本センターの学生と交流①



キエフ工科大学の日本センターの学生と交流②



キエフ工科大学の日本センターの学生と交流③



キエフ工科大学の日本センターの学生と交流④

キエフ工科大学の日本センターの学生とキエフ市内を探索



訪問先大学の紹介

訪問先：タラスシェフチェンコキエ
フ国立大学
創立：1834年
学部：物理学部、医学部など全14学
部
学生数：約20000人
特色：現在は 14 の学部と5つの研
究所と大学院を有するウクライナで
一番の名門総合大学としての地位を
築いており、各分野に多くの優秀な
人材を輩出している。



国際学会SPOに参加

 タラスシェフチェンコキエフ国立大
学工学部で開催された国際学会で発
表

• 開会の挨拶をされているポ
ペレンコ学部長の様子

• 発表は３日間行われた



発表の様子①

 各自が研究内容を英語で発表

 質疑応答も行われた



発表の様子②

 キエフ大学の学生も聴衆，質問などを
してくれた



発表後のパーティ

 発表後のパーティによって交流が行わ
れた

 仲良く写真撮影



成果

 キエフ大学，キエフ工科大学の学生と異文化交流

 お互いの文化の理解を深めた

 国際学会SPOに参加

 青木研の学生のほとんどが初めての国際学会

 プレゼンテーション，口頭試問



SSSVで学んだこと①

 英語能力の重要性

 会話力・・・質疑応答で困る

 語彙力・・・思ったことがうまく英語にできない

しかし英語能力を短期間で身につけるのは困難…

 英語の授業，TOEICの勉強

 英語論文

 外国人留学生との交流

 生活はボディランゲージが重要

 英語圏でないため，お店や宿舎ではロシア語で話しかけられる

 言葉がわからなくても身振りでなんとか伝えられた！

 困ることも多々…

 現地の簡単な言葉は予習したほうが良い

日頃から英語に触れていきたい！



SSSVで学んだこと②

 予想外のところに見られる生活の違い

 トイレに紙は流さない

 一般道でも高速道路並みの運転

 販売方法の違い

 食品は数でなく重さで販売

 いたる所に換金所


